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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、日本近世の地域社会が、百姓や町人にとどまらず、多様な身分的に周縁化され

た諸社会集団を内包し、複層的に構成されていたことに留意し、こうした周縁身分の視座

から地域社会の構造的特質を明らかにした。具体的には、主とし信濃国下伊那地域を素材

とし、「簓」（ささら・万歳楽の担い手）や「猿引」という芸能者集団、「非人」や「牢守」

などの実態を明らかにし、百姓や町人、武士を含め、諸集団相互の関係を検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research revealed structural characteristic of the local community from the view 
of such a fringe position, noting that incorporates various status of marginalized 
social groups made up of plural-layer community Japan in early modern times, but not 
farmers and townspeople. Mainly this was intended for studing such as artists group 
named “簓”(Sasara) and “猿引”(Saruhiki,Sarumawashi),”非人”(Hinin) and “牢
守 ”(Roumari,jail guard) of Shimoina areas in Shinano province, including 
considering relations between various groups;Samurai,farmers and townspeople. 
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的周縁 
 
１．研究開始当初の背景 
近世史研究において、身分差別の問題は、

主として「えた（かわた）・非人」を中心に
進められてきた。たとえば、かわた身分につ

いては畿内・近国を中心に研究が進められ、
「畑中敏之『「かわた」と平人』（かもがわ出
版、1997 年）、藤本清二郎『近世賤民制と地
域社会』（清文堂、1997 年）などが出された。
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また、非人研究は、江戸・大坂の非人組織を
解明する塚田孝の一連の研究により格段に
進展している。これに対して、「雑種賤民」
といわれる「えた・非人」以外の芸能者・宗
教者などの被差別民に関しては、網野善彦・
黒田俊雄を中心とする中世史の領域で注目
されてきたが、近年は近世史においても「身
分的周縁」研究の中で、「士農工商」の枠組
ではとらえられない多様な諸集団の解明が
進んでいる。 

このように、「えた・非人」や「雑種賤民」
という身分集団の実態はしだいに明らかに
されつつあるが、これらが居住する村や町、
その構成員である百姓や町人との関係を含
めて、地域社会の構造を明らかにする研究は
いまだ十分にはなされているとはいえない。
そうした中で、朝尾直弘が、早くも 1980 年
代に、畿内・近国の町や村が 16 世紀に共同
体を形成する過程で、格差＝身分差別・職業
差別を内包する存在となっていったことを
指摘した点は重要である（「近世の身分制と
賤民」『部落問題研究』68 号、1981 年、のち
『朝尾直弘著作集』第 7 巻、岩波書店所収）。 
また、塚田孝は「地域社会の重層と複合の

構造」を指摘し、階層的重層性のみならず、
諸集団相互が複合的に関係しあう地域社会
像を解明する必要性を説いている（「身分的
周縁と歴史社会の構造」『シリーズ  身分的
周縁』６、吉川弘文館、2000 年）。こうした
指摘があるにも関わらず、卑賤視された人々
をも含み込んだ地域社会像はいまだ提示さ
れていないのが現状である。 

応募者は、中世末に多様な芸能者・宗教
者・舟人の居住する「宿（しゅく）」が、太
閤検地を経た近世社会の中でも、百姓の共同
体とともに「地域社会」を構成してゆくこと
を興福寺領南山城地域で確認した（吉田ゆり
子「上狛村の村切りと共同体」石井寛治他編
『近世・近代の南山城』東京大学出版会、1998
年）。しかし、その素材では、地域社会の複
層構造論として深めることはできなかった。
次いで、南信濃を対象として、「簓」の宗門
帳を手がかりに史料収集を行い、万歳楽を担
う「簓」集団と、南信濃に固有な芸能者集団
である「笠之者」（下伊那郡松尾村居住）に
ついて、多くの知見を得ることができた（吉
田ゆり子「万歳と春田打ち」『飯田市歴史研
究所年報』1 号、2003 年）。中でも、信濃国
下伊那郡阿嶋村では、同村の「簓」と名主家
との日常的な関係を、名主家の経営帳簿から
明らかにしたが（吉田ゆり子「地域社会と身
分的周縁」『部落問題研究』174 号、2005 年）、
「笠之者」については村人との関係について
の分析を課題として残した。また、「簓」集
団については、中世から近世への移行期にお
ける実態、近世を通じて新たな村への定住化
の動向、「簓」が本所＝三井寺政所（関蝉丸

神社）に組織化されてゆく過程、明治４(1871)
年の諸集団解体後の「簓」の変容など、多く
の検討課題が残された。 
また、「簓」研究を進めるうちに、「簓」や

「笠之者」のように村に住む「猿引（猿牽）」・
「癩者」・「舟人」・「伯楽」という小集団の存
在が明らかになってきた。また、関東の彈左
衛門支配の及んでいない当該地域における
賤民組織の解明にとって、飯田城下に居住す
る「谷川之者」（牢守集団と非人）が鍵とな
ることが判明し、支配領域を超え下伊那地域
全体を対象として諸集団の包括的検討を行
う必要性が自覚された。そして、こうした村
や町に居住しながら、百姓や町人の共同体か
ら疎外された諸集団を含み込んだ地域社会
像を構築すべきことを提起し、その方向性を
示すに至った（吉田ゆり子「村と身分的周縁」
杉森哲也編『日本の近世』放送大学教育振興
会、2007）。 
 
２．研究の目的 

本研究は、上記の研究状況と問題関心を背
景として、日本近世の地域社会に生きた「簓」
（ささら・万歳楽の担い手）や「猿引」とい
う芸能者集団、「癩者」などの社会的弱者や
「非人」など、村や町に居住しながら、百姓・
町人とは異なる身分に属す諸集団の実態を
明らかにし、こうした小身分集団の視点から
地域社会を総体的に把握することを目的と
した。その際、個々の集団の身分的特質を検
討するだけではなく、地域社会が多様な諸集
団を内包し差異を抱えて複層的に構成され
ていたことに留意して、地域社会の構造的特
質を明らかにするという方法をとった。そし
て、ここで得られた知見を、地域住民に還元
することにより、現代社会における「差別」
の最終的な解消に資することを併せて目指
し、地域での講座やシンポジウムでの報告の
機会を得るよう努めた。 
ここでいう「地域社会」とは、村や町、或

いはこれとは位相を異にする生産と生活の
ための共同体とは同義でない。これは、「え
た・非人」など諸身分集団と百姓・町人が関
係する地域をいう。しかし、こうした人々が
百姓・町人と関係していても、従来の百姓や
町人の視座に立つ地域社会像では、「えた・
非人」や芸能者・宗教者などの諸集団に対す
る卑賤視と差別の側面しか見えてこない。百
姓・町人と「えた・非人」や多様な諸集団相
互の関係を解明し、複層的な社会像を描くこ
とにより、初めて「地域社会の全体像」（以
下「地域社会」と呼ぶ）が把握されると考え
る。かかる問題関心にたち、本研究では信濃
国下伊那地域を対象とし、村や町に居住しな
がら、百姓や町人から卑賤視されていた周縁
的で小規模な諸集団に注目し、その実態を解
明し、百姓・町人の共同体との関係、小集団



 

 

相互の関係、支配領主との関係を検証するこ
とにより、地域社会の構造を周縁的な諸集団
の側から捉え直すことを試みたものである。 
 
３．研究の方法 

本研究では、信濃国下伊那地域を対象とし、
「簓」、「猿引」、「笠之者」、「癩者」、「谷川之
者」（牢守と非人）、「舟人」などの諸集団を
取り上げ、次の５点を中心に研究を進めた。 
⑴中世の『非人』に属す遍歴の宗教者・芸能
者が定住化する過程と近世初頭の地域社会
の実態を、中世－近世移行期の検地帳を始め
とする村落関係史料から明らかにする。 
⑵諸身分集団の実態、具体的には、職分、内
部組織、集団の規律、旦那場、生業・日常生
活などを解明する。 
⑶諸身分集団相互の関係構造。旦那場争論や
縁談など諸集団相互の紛争解決の役割から
考察する。 
⑷百姓・町人との関係。村役・町役の実態、
村や町による諸集団に対する規制の実態、芸
能・勧進行為、日常生活上の関係などを検討
する。 
⑸支配領主との関係。御用＝役の実態、「身
分」化される過程を明らかにする。 
(1)～⑸を踏まえ、近世の身分集団が、一方で
は権力により職分に応じた「役」を介して編
成されていく側面をもつことを前提として、
①定住化することになった諸集団が地域社
会で生きるために村や町の課す「役」を果た
さねばならなかったこと、②それによって村
や町にとっても諸段集団を必要な存在と認
識することになったこと、③それにも関わら
ず百姓・町人がこれら諸身分集団を差異化し
ようとしたのは、農業・林業、商業という生
産の局面で共同の利害をもたなかったから
であった点を明らかにした。 
 対象とする諸集団に関する史料は、以下の
史料群を中心に用いた。 
(1)「簓」 
・阿嶋村宇佐美家文書（喬木村歴史民俗資料
館所蔵）。 
・上河路村関係史料－上河路村区有文書（区
長所蔵）、上河路村名主清水家文書（同家所
蔵）、開善寺文書（飯田市歴史研究所所蔵写
真資料）。 飯田藩領内では、近世初期から唯
一複数軒の簓が確認され、古刹開善寺との関
係を含め、中世－近世移行期の簓研究のため
に史料を調査・収集する。   
・立石村簓（牢守）関係史料   これまで使
用してきた齋藤芳男家文書以外に、未公開史
料である旧立石村齋藤家文書（東京都在住）
の調査・収集を行った。 
・本所である関蝉丸神社文書（『関蝉丸神社
文書』）。 
(2)「猿引」 
・下市田村名主中村まさ子家文書（同家所蔵、

写真撮影による収集済）  下市田村に内包さ
れた 15 軒（天保期）の猿引集落に関して、
18 世紀半ばから幕末・明治・大正に至る膨大
な日記や年貢関係史料、経営帳簿などから分
析した。大島山瑠璃寺文書（飯田市美術博物
館所蔵）により、中世以来の猿引と寺社との
関係を検討した。 
・ 駒場村上宿・下宿関係史料－駒場村教育
委員会所蔵複写資料。 
(3)「笠之者」 
・島田村名主森本信正家文書（同家所蔵、飯
田市歴史研究所マイクロフィルム所蔵）の寛
永 14 年検地帳（写）、年貢算用帳、人別帳、
五人組帳、日記、農事日誌、経営帳簿などを
用いて、「笠之者」と村人との関係を検証し
た。 
・島田村八幡社関係史料（下伊那教育会所蔵
福島豊寄贈文書）、西宮恵比須神社文書によ
り、「笠之者」の組織・職分に関する考察を
深めた。 
(4)「谷川之者」（牢守と非人） 
・元和５年「飯田城之内出来分同おこし共ニ
御検地帳」（『長野県史』近世史料編第四巻
（二））、元和７年「上飯田村御年貢帳」（『信
濃史料』）、その他上飯田村土地台帳（羽場曙
友会生産森林組合所蔵）と、17 世紀の飯田藩
用人中月番日記「飯田御用覚書」（下伊那教
育会所蔵）により、飯田城下の谷川に「谷川
之者」が形成される過程を検討した。 
・飯田藩郡奉行の記録「郡方覚書」（今牧新
治家所蔵文書）、町年寄記録（野原家文書・
下伊那教育会所蔵）。『旧飯田藩士柳田家日記
「心覚」』（飯田市美術博物館刊行）などを用
いて、飯田城下における「谷川之者」の活動、
町人・武家との関係を考察した。 
(5)「舟人」 
・伊久間村（現、喬木村）、川野村・田村村・
林村の名主家文書（豊丘村歴史民俗資料館）
を調査・収集し、天龍川渡船場に存在する「舟
人」と村との関係を検証した。 
（６）その他、関連する下伊那地域の史料を、
長野県史収集写真資料（長野県歴史観）、飯
田市歴史研究所所蔵写真資料、自治体史など
を用いた。 
 
４．研究成果 
2008 年度は、飯田藩における「非人」や

身分的周縁の組織を検討するために、飯田城
下における「谷川之者」（牢守と非人）、「簓」、
「非人」に関する史料を探査・収集した。さ
らに、「猿引」と地域社会との関係を明らか
にするために、飯田藩領である信濃国下伊那
郡下市田村（現、高森町）を素材として名主
をつとめた中村まさ子家文書の分析を進め
た。以上を総合して、2009 年 9 月 7日に大阪
市立大学で開催されたシンポジウムにおい
て、「信州下伊那地域における身分的周縁－



 

 

飯田藩牢守と諸集団との関係－」という口頭
報告を行った。また、「『簓』－周縁化された
人びと」（『アナール』寄稿論文）を脱稿した。
本研究により、中世以来在地に居住していた
竹細工製作を行う「簓」の人びと（夙）と近
世の「簓」・「牢守」・「非人」との連続性を考
察し、17 世紀後期の飢饉を契機に、飯田藩が
御救い小屋を設置し、その管理を任せる過程
で「非人」・「牢守」身分が成立する一方で、
公的には「非人」身分としては捉えられない
ものの、「百姓」身分とは区別・差別化され
た周縁的な集団として、「簓」や「猿引」が
存在し続け、多様な人びとの関わりにより、
地域社会が構成されていたことを指摘した。 

2009 年度は、前年度に引き続き、「簓」「笠
之者」「谷川之者」「猿牽」など、地域社会に
おいて周縁的な位置づけにある諸集団に関
する史料発掘と収集につとめた。その際、畿
内・近国において近年解明の進んでいる「夙」
（宿）の研究成果に学びながら、これまで本
研究で明らかにしてきた「簓」「笠之者」「猿
牽」の集落を「宿」と位置づけることで、こ
れらの諸集団が地域の寺社に奉仕する集団
手あったこと、また中世から近世に移行する
段階で、行政的に独立した村として扱われず、
行政的には百姓の村に取り込まれてしまっ
たために、地域社会において「差別」的な扱
いを余儀なくされるに至ったことなど、新た
な知見を得ることができた。その成果は、
2008 年度の大阪市立大学での口頭報告に加
えて、「信州下伊那における身分的周縁－飯
田藩「牢守」・「猿牽」と諸集団との関係－」
（塚田孝編『身分的周縁の比較史－法と社会
の視点から－』清文堂、2010 年 5 月刊行）と
してまとめた。 

他方、飯田城下における「谷川之者」の実
態を明らかにし、藩による掌握過程と藩領域
における「牢守」を頂点とする組織を解明す
るために、上飯田村の検地帳などの収集と分
析を行なった。さらに、これらの諸集団と寺
社との関係を明らかにするために、上川路村
開善寺や大島山村瑠璃寺などの新たな史料
収集を開始し、最終年度である 2010 年度に
つなげる準備を進めた。また、下市田村名主
家（中村まさ子家）と姻戚関係にある下伊那
郡部奈村名主部奈家文書の調査・写真撮影に
よる収集・解読を進めた。 

2010 年度は、最終年度として次の３点に関
する研究に重点を置いて研究した。(1)中世
から近世への移行の検証。中世の「宿」（夙）
が、太閤検地を画期とする村切りによって近
世の「村」に組み込まれてゆく過程を検証し
た。具体的には、「宿」と寺社との関係を検
証するために、上川路村の簓と開善寺、市田
村の猿牽・簓と瑠璃寺との関係、立石村と立
石寺に焦点をあて、史料調査・分析と考察を
おこなった。(2)「舟人」の実体を明らかに

するために、下市田村（中村まさ子家文書）、
田村村（片桐邦助家文書）、林村（大原俊一
家文書）を調査し(豊丘村歴史民俗資料館)、
天竜川の渡し舟の船頭仲間に関する考察を
おこなった。(3)本研究課題を深め、さらに
発展的に考察することのできる諸身分集団
として、木地師（林村大原家文書、川野村地
正持文書、和合村宮下金善家文書など）と、
淡路人形遣いの来村と定住、芸の伝播に関す
る史料群（上伊那郡古田村唐沢一平家文書な
ど）と、新たな身分的周縁に関する論点を見
いだし、史料調査・収集と口頭報告をおこな
った。 
とくに、人形遣いについては、「宿」（散所）

に本拠を置く、淡路出身の芸能者の遍歴と定
住の歴史を明らかにすることができること
から、8 月に日仏研究者を飯田市に集めた国
際シンポジウムにおいて口頭報告を行い、そ
の成果は『別冊 年報都市史研究』(山川出版
社、2011 年 5 月)に掲載された。また、本研
究成果の一つとしてまとめた「簓－周縁化さ
れた人びと－」はフランスの学術雑誌『アナ
ール』に掲載されることが決定したとの連絡
を 2011 年 3 月に受けた。 
本研究を通して、旧来の百姓身分を中心と

した共同体論では、地域社会に生きた人びと
の生活や意識の全体を解明することはでき
ず、従来は部落問題として別に扱われてきた
「えた・非人」や「雑種賤民」（芸能者・舟
人・木地師・簓など多様な人びと）の存在を
組み込み、総体として捉えることの重要性を
再認識した。今後も信濃国伊那地域を主要な
対象とし、さらに木地師や舟人に関する研究
を継続・発展させてゆく。また、本研究の研
究期間では史料調査が及ばなかった、「簓」
の本所である関蝉丸神社関係史料や、「笠之
者」と関係する恵比寿社人の本所である西宮
神社史料、さらに淡路人形遣い関係史料や、
その本貫地である西宮神社史料など、信濃国
伊那地域の外に所在する史料群の調査と収
集および検討を進めることも課題としたい。 
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